
デジタルテキス
トの性質

テキストは文
字コードの列
で表される

デバイス一つ一つ
が組版機械である

インタラクティ
ブな動作がある 実行速度が重要

組版が環境に合
わせて起こる

リフローを起こす

新たな可
能性

アクセシビリティ
ユニバーサルデザイン

機能の新たな見せ方
や新たな機能

誰でもデータ作成
正しいデータ作
成の知識が必要

コンテントとスタイルの分離
（内容と形式の統一という従
来の書籍の在り方との対比）

組み方向やパラグラフスタ
イルなど、体裁を変えるこ
とができる。コピーによる
再利用や引用が可能

組版が完全に自
動的に起こる

例外的な入力に対してで
も破綻せず合理的な組版
を決定できる必要がある

金属活字の作業効率
から来る制限がない

検索が可能
冊子形態の
利点消失

ページでなく巻
物が主な形式

巻物ではページの
存在を仮定した組
版要素を使えない

テキストを書くこと
の仕組みが変化

正しい文字コー
ドの選択が必要

画面に表示され
たものを読む

紙のコストがない

パラグラフス
タイルや省略
への影響

画面のサイズ
からの制約

開発コスト
が膨大

グローバリゼーション：世
界の言語の中の日本語

効率化への圧力の違いが組
版に影響を与える

紙面の制約が異なる ランダムアクセス、収納管
理、検索などの性質は冊子
形態に依ることなしにデジ
タルデバイスに備わってい
る（安定的な参照は達成さ
れていない）。

グラフの線は、ものごと→
その性質、原因→結果、抽
象→具体、という関係を表
しています


